
西木地域審議会会議録

一、日 時 平成１８年２月１６日（木）午後３時

一、場 所 「西木総合開発センター 集会室」

一、会議に出席した委員

布 谷 政 男 小 林 清 司 武 藤 晟 平 大 蔵 定 臣

小 林 康次郎 橋 本 典 子 佐々木 茂 徳 鈴 木 順 子

門 脇 藤 子 赤 倉 羊 子 鈴 木 重 蔵 藤 井 けい子

浅 利 重富美 橋 本 米 彦

一、会議を欠席した委員

無

一、会議に出席した職員

仙北市長 石 黒 直 次 西木地域センター長 門 脇 主 彦

総務部次長 大 楽 進 企画政策課長 倉 橋 典 夫

企画政策課参事 藤 村 好 正 桧内出張所長 田 口 正 明

地域振興課長 伊 藤 寛 総合窓口課長 高 橋 新 子

総合窓口課 浅 利 喜一郎

一、会議次第

１ 開 会

２ 委嘱状の交付

３ 市長あいさつ

４ 委員及び職員の紹介

５ 議事

( ) 地域審議会の諸規定及び進め方について(西木地域センター長)1 
( ) 会長及び副会長の互選について2 
( ) 新市建設計画について(総務部次長) 3 
( ) 仙北市総合計画(案)の策定について(企画政策課長)4 
( ) 意見交換5 
( ) その他6 

６ 閉 会
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一、総合窓口課長が仮議長に布谷政男委員を指名し、委員に諮る。

( 異議なし、という声あり)

一、仮 議 長 それでは、議事に入ります。

（地域審議会の諸規定及び進め方について、西木地域センター長が説明する ） 。

(午後４時)

一、仮 議 長 会長及び副会長の互選について諮る。

（事務局一任の、声あり ） 。

一、総合窓口課長 今回が第１回目であり、事務局の腹案はない旨を話し、委員の互

選を進める。

一、仮 議 長 副案はないということなので、如何しましょうか。

(布谷政男さんにお願いする、声あり。)

(異議なし、の声あり ） 。

一、仮 議 長 お諮りします。会長に布谷政男でよろしいか。

(異議なし、の声あり ） 。

一、議 長 不慣れではありますが、よろしくお願いしたい。

次ぎに、副会長を諮る。

（会長氏名、の声あり ） 。

（女性の委員を指名、の声あり ） 。

一、議 長 会長氏名でよろしいか。

(異議なし、の声あり ） 。

一、議 長 副会長は、赤倉羊子委員を指名する。

(異議なし、の声あり ） 。

一、議 長 副会長は、赤倉羊子委員に決定する。

(午後４時７分)

一、議 長 新市建設計画について、議題とする。

(総務部次長が説明する。) (午後４時２６分)

一、議 長 意見交換その他で、質問等をお願いする。

次ぎに、仙北市総合計画(案)の策定について議題とする。

(企画政策課長が説明する。) (午後４時３３分)

一、議 長 次ぎに、意見交換に入る。

一、大蔵委員 建設計画では、幼児教育についてどのように考えているか。また、

角館南高校の合併問題はどうなっているか。

一、市 長 旧西木村の計画では、幼稚園を廃止し、保育園で進む計画である。

幼児教育は大切であり、市民の要望を受け入れる様に進める。

次ぎに、角館南高校について、県では少子化・地域バランス等を

勘案し、角館高校との統合で計画を進めている。引き続き、存続で
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運動を展開する。今すぐに統合ということではなく、１０ 年先位の

統合となると思う。

一、議 長 他にありませんか。

一、鈴木(重)委員 内陸線の存続を強く要望する。

一、市 長 経営は苦しいが、再生計画では、５年後に８２ 万人を目標に存続

で進んでいる。

一、橋本(典)委員 行政の光が注いでいる感じがしている。建設計画では、子供の安

全対策にも万全を期してもらいたい。

一、議 長 他にありませんか。

(なし、の声あり ） 。

一、議 長 閉会を宣言する。 ( 午後５ 時) 
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